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明 細 書

発明の名称 ：

表示装置、表示装置の制御方法、制御プログラム、および記録媒体

技術分野

[0001 ] 本発明は、複数のページにコンテ ンツを掲載 した電子書籍を表示可能な表

示装置等に関するものである。

背景技術

[0002] 所定の形式にしたがう電子データとして与えられる書籍 （以下 「電子書籍

」と称する）を、当該電子データを表示可能な電子機器で閲覧する形態が広

まっている。 （1 ) 紙に印刷された従来の書籍とは異なり、電子書籍は物理

的な場所を占有せず、経年による劣化もしないという大きな利点を有するこ

と、 （2 ) 上記電子機器の性能が向上 し、低価格化が進んだこと、および （

3 ) コンピュータネットワーク技術の進歩に伴って流通の しくみが変化 した

ことなどが、急速な普及の背景として考えられる。

[0003] 上記形態の広がりとともに、上記電子機器の性能を改善する重要性は、さ

らに増 している。特に情報科学の分野においては、ソフ トウェア的にユーザ

の利便性を向上させる試みが広 く行われている。例えば、下記の特許文献 1

には、端末にス 卜一リ一性のある画像コンテ ンツを表示する方法が開示され

ている。当該方法によれば、当該コンテ ンツの大きさに合わせて表示倍率を

変更 しながら、当該ス 卜一リーに沿った順番に画像を表示できる。

先行技術文献

特許文献

[0004] 特許文献1 ：曰本国公開特許公報 「特開 2 0 0 7 - 1 6 4 5 5 0 号公報 （2 0

0 7 年 6 月 2 8 曰公開）」

発明の概要

発明が解決 しょうとする課題

[0005] 上記電子機器においては、ユーザが電子書籍の任意のページを所定の拡大



率で拡大 して表示 させる場合がある。 当該電子機器が備 える表示部の解像度

が不十分であ つた り、文章 を読むには文字が小さす ぎた りする場合があるか

らである。

[0006] 上記特許文献 1 に記載 された端末 に代表 される従来の電子機器では、 この

場合 にユーザがページをめ くると拡大表示が初期化 されていた。 そのため、

ユーザはページをめ くるごとに、着 目 したい所定の部分 を拡大させる操作 を

再度行 う必要があ った。例 えば、電子書籍で文章 を読む場合な どには、ユー

ザは同 じ大 きさのフォン トを同 じ大 きさで拡大させたまま読みたいと考 える

ことが多い。 したが って、ユーザがページをめ くるごとに拡大させる操作 を

行 う必要があるのは、あまりにも操作が煩雑である。

[0007] また、上記特許文献 1 に記載 された端末のように、電子機器が表示倍率 を

変更させなが ら拡大表示する位置 を変化 させると、ユーザはページの どこを

拡大表示 しているかが分か りづ らいという問題が発生する。すなわち、 当該

ページが自動的に拡大 して表示 されていることや、 当該ページ全体 と拡大さ

れた部分 との関係な どを、ユーザは把握 しづ らい。

[0008] 本発明は、上記の問題点に鑑みてなされたものであ り、 その 目的は、拡大

表示 に伴 う操作の手間を省 き、ュ一ザの利便性 を向上 させることので きる表

示装置、表示装置の制御方法、制御 プログラム、 および記録媒体 を提供する

ことである。

課題を解決するための手段

[0009] 上記の課題 を解決するために、本発明の表示装置は、

( ) 複数のページにコンテ ンツを掲載 した電子書籍 を表示可能な表示装置

であ って、

( ) 前記ページを所定の拡大率で拡大 して表示することによ り前記 コンテ

ンッの一部が視認可能である場合 に、ュ一ザが表示中のページをめ くる操作

を行 った とき、 当該め くる操作 に したが って表示すべ きページの全体 を表示

する縮小手段 と、

( 3 ) 前記縮小手段 によって表示すべ きページの全体が表示 された後、前記



表示すべ きページの所定の部分 を前記拡大率 で拡大する拡大手段 とを備 えた

ことを特徴 と している。

[001 0] また、上記の課題 を解決するため に、本発明の表示装置の制御方法 は、

( ) 複数 のページにコンテ ンツを掲載 した電子書籍 を表示可能な表示装置

の制御方法であ って、

( ) 前 記ページを所定の拡大率 で拡大 して表示することによ り前記 コンテ

ンッの一部 が視認可能である場合 に、 ュ一ザが表示 中のページをめ くる操作

を行 った とき、 当該め くる操作 に したが って表示すべ きページの全体 を表示

する縮小ステ ツプと、

( 3 ) 前 記縮小ステ ップにおいて表示すべ きページの全体が表示 された後、

前記表示すべ きページの所定の部分 を前記拡大率 で拡大する拡大ステ ップと

を含む ことを特徴 と している。

[001 1] ユーザが電子書籍 の任意のページを所定の拡大率 で拡大 して表示 させてい

ることで、 当該ページに掲載 されているコンテ ンツの一部分が、上記表示装

置 に備 えた表示画面の全面 に表示 されている場合 を考 える。

[001 2] 前 述 したように、従来の表示装置 においては、上記の場合 にュ一ザが当該

ページをめ くる操作 を行 うと、拡大表示が初期化 されていた。 そのため、 ュ

—ザはページをめ くるごとに、着 目 したい所定の部分 を拡大 させ る操作 を行

つていた。

[001 3] これ に対 して、本発明の表示装置 および当該表示装置の制御方法 は、上記

の場合 にユーザが当該ページをめ くる操作 を行 うと、 当該め くる操作 に した

が って表示すべ きページ （次 に表示するページ）の所定の部分 を上記拡大率

で拡大 して表示する。 これ によ り、本発明の表示装置等 は、ページをめ くる

ごとに上記所定の部分 を拡大 させ る操作 を、 ユーザ に省略 させ ることがで き

る。

[0014] ここで、本発明の表示装置 および当該表示装置の制御方法 は、上記所定の

部分 を拡大表示する前 に、一度次 に表示するページの全体 を表示することに

注意する。 これ によ り、 当該ページが 自動的に拡大 して表示 されていること



、 および 当該ペ ージ全体 と拡 大部分 との関係 （例 えば、拡 大部分 の次ペ ージ

における位置や、拡 大部分 の次ペ ージに対 す る大 きさな ど） を、 ユーザ に明

確 に把握 させ る ことがで きる。

[001 5] したが って、本発 明の表示装置 および 当該表示装置 の制御方法 は、 ュ一ザ

の利便性 を向上 させ る ことがで きる。

[001 6] な お、前記表示装置 は コン ピュー タによ って実現 して もよい。 この場合 に

は、 コン ピュー タを前記表示装置 の各手段 と して動作 させ る ことによ り、前

記表示装置 をコン ピュー タで実現 させ る制御 プログラム、 および これ を記録

した コン ピュー タ読み取 り可能 な記録媒体 も本発 明の範疇 に入 る。

発 明の効果

[001 7 ] 以 上 の よ うに、本発 明の表示装置 は、ペ ージを所定の拡 大率 で拡 大 して表

示 す る ことによ りコンテ ンツの一部 が視認可能 であ る場合 に、 ュ一ザが表示

中のペ ージをめ くる操作 を行 った とき、 当該め くる操作 に したが って表示 す

べ きペ ージの全体 を表示 す る縮 小手段 と、前記縮 小手段 によ って表示 すべ き

ペ ージの全体 が表示 された後、前記表示 すべ きペ ージの所定の部分 を前記拡

大率 で拡 大す る拡 大手段 とを備 えた構成 であ る。

[001 8] また、本発 明の表示装置 の制御方法 は、ペ ージを所定の拡 大率 で拡 大 して

表示 す る ことによ りコンテ ンツの一部 が視認可能 であ る場合 に、 ュ一ザが表

示 中のペ ージをめ くる操作 を行 った とき、 当該め くる操作 に したが って表示

すべ きペ ージの全体 を表示 す る縮 小 ステ ツプと、前記縮 小 ステ ツプにおいて

表示 すべ きペ ージの全体 が表示 された後、前記表示 すべ きペ ージの所定の部

分 を前記拡 大率 で拡 大す る拡 大 ステ ップとを含 む構成 であ る。

[001 9] したが って、本発 明の表示装置 および 当該表示装置 の制御方法 は、 電子書

籍 のペ ージをめ くる ごとに所定の部分 を拡 大 させ る操作 を、 ユーザ に省略 さ

せ る ことがで きる とい う効果 を奏 す る。 また、上記所定の部分 を拡 大表示 す

る前 に、 一度上記ペ ージの全体 を表示 す るため、 当該ペ ージが 自動 的 に拡 大

して表示 されている こと、 および 当該ペ ージ全体 と拡 大部分 との関係 を、 ュ

—ザ に明確 に把握 させ る ことがで きる とい う効果 を奏 す る。



図面の簡単な説明

[0020] [ 図 1] 本発明の一実施形態に係 る表示装置の要部構成 を示すプロック図である

[ 図2] 上記表示装置の基本動作を表 した模式図である。

[ 図3] 上記表示装置の異なる基本動作を表 した模式図である。

[ 図4 ] 上記表示装置のさらに異なる基本動作を表 した模式図である。

[ 図5] 上記表示装置が次ページを拡大させる場合の原点のとりかたを表 した模

式図であ り、 （a ) は次ページがフィッ 卜時上下余 白状態で表示される場合

の拡大原点の位置、 （b ) は次ページがフィッ 卜時左右余 白状態で表示され

る場合の拡大原点の位置を示す。

[ 図6] 所定の拡大率で拡大させたページの横幅が表示部の横幅よりも小さいこ

とにより、当該ページを表示中に表示部の左右端 に等幅の余 白が生まれる場

合、当該余 白の幅に応 じて、上記表示装置が表示部の中央を原点に して拡大

することを表す模式図である。

[ 図7] ユーザが入力面をダブルタップすると拡大率が 3 段階で変化する様子を

表す模式図であ り、 （a ) は拡大率 1 0 0 % でページが表示されている状態

を表 し、 （b ) は拡大率 2 0 0 % でページが表示されている状態を表 し、 （

c ) は拡大率 4 0 0 % でページが表示されている状態を表す。

[ 図8] 上記表示装置が実行する処理の一例 を示すフローチヤ一 卜である。

発明を実施するための形態

[0021 ] 以下、本発明の実施の形態について、図 1 〜図 8 に基づいて詳細に説明す

る。

[0022] 〔表示装置 1 0 0 の概要〕

図 1 に基づいて、本実施の形態に係 る表示装置 1 0 0 の概要を説明する。

図 1 は、表示装置 1 0 0 の要部構成 を示すプロック図である。

[0023] 表示装置 1 0 0 は、複数のページにコ ンテ ンツ を掲載 した電子書籍 を表示

可能な装置である。具体的には、表示装置 1 0 0 と して、電子書籍 リーダ、

タブレッ ト端末、携帯電話、スマー トフ ォ ン、 その他 タツチパネルを備えた



表示画面を有する装置が想定される。

[0024] また、電子書籍とは、文章、画像、動画、音楽、音声、図形、その他コン

テ ンッを含む電子デ一タをいう。

[0025] 図 2 および図 3 に基づいて、表示装置 1 0 0 の動作の概要を説明する。図

2 は、表示装置 1 0 0 の基本動作を表 した模式図である。図 2 の （a ) は、

ユーザが表示装置 1 0 0 の長手方向を略垂直にして把持 した場合 （以下 「縦

持ち時」と称する）に、閲覧中のページ （表示中のページ、めくる操作を行

つたページ）の縦幅と表示部 7 0 (図 1参照）の縦幅とが一致するように、

表示装置 1 0 0 が当該ページに含まれるコンテ ンツを縮小または拡大 して表

示する様子を表す。

[0026] 図 2 の （b ) は、表示装置 1 0 0 が当該ページを拡大率 8 で拡大 して表示

する様子を表 し、図 2 の （c ) は、ユーザがページをめくる操作 （以下 「め

くり操作 1」と称する）を行うと、当該ページの全体が表示される様子を表

す。さらに、図 2 の （d ) は、めくり操作 1 に連動 して 「めくりエフェク ト

」 （視覚的なエフェク ト）が表示される様子を表 し、図 2 の （e ) は、めく

り操作 1 にしたがって表示すべきページ （以下 「次ページ」と称する）の全

体が表示される様子を表 し、図 2 の （f ) は、次ページの全体が表示された

後、次ページの所定の部分が拡大率 8 で拡大されて表示される様子を表す。

[0027] ここで、図 2 の （a ) では、ページの横幅と表示部 7 0 の横幅とが一致す

るように、表示装置 1 0 0 が当該ページに含まれるコンテ ンツを縮小または

拡大 して表示させた場合、上下に余白が生 じている。この状態を 「フィット

時上下余白状態」と称する。同様に、ページの縦幅と表示部 7 0 の縦幅とが

—致するように、表示装置 1 0 0 が当該ページに含まれるコンテ ンツを縮小

または拡大 して表示させた場合、左右に余白が生 じる状態を 「フィット時左

右余白状態」と称する。一方で、余白が生 じない状態を 「フィット時完全一

致状態」と称する。

[0028] なお、上記それぞれの状態では、当該ページが表示部 7 0 に収まり、かつ

、最も大きいサイズで表示されるように、表示装置 1 0 0 は当該ページを拡



大または縮小する。 このとき、拡大率 8 は 1 . 0 ( フィッ ト状態） となる。

[0029] また、表示部 7 0 のアスペ ク ト比および表示装置 1 0 0 が表示するページ

のアスペ ク ト比に基づいて、上記の 3 状態のいずれかが決定される。具体的

には、表示部 7 0 の幅を D w 、高さを D h 、当該ページの幅を I w 、高さを

I h と した場合、

( A ) D h / D w < I h / I w の とき、 フィッ ト時左右余 白状態

( B ) D h / D w = I h / I w の とき、 フィッ ト時完全一致状態

( C ) D h / D w > I h / I w の とき、 フィッ ト時上下余 白状態

となる。図 2 の （a ) は上記 （C ) となる一例 を示 しているが、表示部 7 0

のァスぺ ク 卜比 と当該ページのァスぺ ク 卜比によっては、他の状態 （上記 （

A ) または （B ) ) にな り得 る。

[0030] 図 3 は、表示装置 1 0 0 の異なる基本動作を表 した模式図である。図 3 の

( a ) は、ュ一ザが表示装置 1 0 0 の長手方向を略水平 に して把持 した場合

であって、後述する 「横 フィッ ト設定」がオフである場合 （以下 「見開き時

」 と称する）に、表示部 7 0 で横方向に並べた少な くとも 2 つのページの全

体を表示可能なように、当該ページに含 まれるコ ンテ ンツ を縮小または拡大

して表示させている様子を表す。なお、以下では、見開き状態で表示された

少な くとも 2 つのページ全体を、単に 「ページ」 と称することもある。

[0031 ] また、図 3 の （b ) は、表示装置 1 0 0 が当該ページを拡大率 8 で拡大 し

て表示 している様子を表 し、図 3 の （c ) は、ユーザがめ くり操作 1 を行 う

と、当該ページの全体が表示される様子を表す。 さらに、図 3 の （d ) は、

め くり操作 1 に連動 して 「め くりエフェク ト」が表示される様子を表 し、図

3 の （e ) は、め くり操作 1 に したがって次ページの全体が表示される様子

を表 し、図 3 の （f ) は、次ページの全体が表示された後、次ページの所定

の部分が拡大率 8 で拡大されて表示される様子を表す。

[0032] なお、図 2 および図 3 の （b ) は、各図の （a ) および （c ) に含 まれる

点線の矩形部分 （ページの所定の部分）を、表示部 7 0 の表示領域いっぱい

に表示 した様子を示す。 また、図 2 および図 3 の （f ) は、各図の （e ) に



含まれる点線の矩形部分を、表示部 7 0 の表示画面いっぱいに表示 した様子

を示す。ただ し、当該点線の矩形および矩形の対応関係を示す矢印は、説明

の便宜を図るために描き加えたものであり、表示装置 1 0 0 はこれらを表示

しないことに注意する。

[0033] また、図 3 の （a ) は 「フィット時左右余白状態」 （上記 （A ) ) となる

—例を示 しているが、表示部 7 0 のァスぺク 卜比と表示するページのァスぺ

ク 卜比によっては、他の状態 （上記 （B ) または （C ) ) になり得る。

[0034] 以下、図 2 および図 3 の （b ) に示すように、ユーザが閲覧中のページを

拡大率 8 で拡大 して表示させていることにより、当該ページに掲載されたコ

ンテンッの一部が視認可能である場合を考える （図 2 および図 3 の （a ) お

よび （b ) を参照）。

[0035] この場合にユーザがめくり操作 1 を行うと （同図の （b ) ) 、表示装置 1

0 0 は、以下の4 ステップで処理を進める。すなわち、表示装置 1 0 0 は、

( 1 ) 閲覧中のページの全体を表示 し （各図の （c ) ) 、

( 2 ) め くり操作 1 に連動 して、当該ページの紙が実際にめくれるような 「

めくりエフェク 卜」を表示 し （各図の （d ) ) 、

( 3 ) 次ページの全体を表示 し （各図の （e ) 、縮小ステップ）、

( 4 ) 次ページの所定の部分を拡大率 8 で拡大 して表示する （各図の （f )

、拡大ステップ）。

[0036] ここで、上記ステップ （4 ) において、表示装置 1 0 0 は、拡大 して表示

させていた閲覧中のページにおける拡大率 8 と同 じ拡大率 8 で、次ページの

所定の部分を拡大表示することに注意する。すなわち、表示装置 1 0 0 は、

閲覧 していたページにおける拡大率 8 を、次ぺ一ジの表示においても適用す

る。これにより、ユーザは、ページをめくるごとに拡大率を再設定する手間

を省 くことができる。

[0037] ただ し、次ページの所定の部分を拡大表示する前に （上記ステップ （3 )

において）、表示装置 1 0 0 は、一度次ページの全体を表示することに注意

する。これにより、次ページが拡大 して表示されていること、および次ぺ一



ジ全体 と拡大部分 との関係 （例えば、拡大部分の次ページにおける位置や、

拡大部分の次ページに対する大 きさなど）を、ユーザは明確 に把握できる。

[0038] なお、表示装置 1 0 0 が次ページを拡大する際には、拡大の前後の表示を

補間するエフェク トを表示 してもよい。 また、ユーザが表示装置 1 0 0 を把

持する状態を変更 したことによって、表示装置 1 0 0 がページの表示態様 を

変更 した場合、表示装置 1 0 0 は拡大率 8 を初期化 してもよい。

[0039] 図 4 に基づいて、表示装置 1 0 0 の動作の概要をさらに説明する。図 4 は

、表示装置 1 0 0 のさらに異なる基本動作を表 した模式図である。図 4 の （

a ) は、ュ一ザが表示装置 1 0 0 の長手方向を略水平 に して把持 した場合で

あって、後述する 「横 フイツ 卜設定」がオ ンである場合 （以下 「横持ち時」

と称する）に、閲覧中のページの横幅 と表示部 7 0 の横幅 とが一致するよう

に、当該ページに含 まれるコンテ ンツを縮小または拡大 して表示 （以下、 こ

の表示態様 を 「横 フィッ ト状態」 と称する）させている様子を表す。 この状

態では、拡大率 8 は 1 . 0 ( フィッ ト状態） となる。

[0040] ここで、上記 「横 フィッ ト設定」 とは、横持ちと見開き持ちとを切 り替え

るための、表示装置 1 0 0 に対する設定をいう。なお、横 フィッ ト設定の才

ン/ オフを切 り替えたことに伴い、表示装置 1 0 0 は拡大率 8 を初期化 して

もよい。

[0041 ] また、図 4 の （b ) は、表示装置 1 0 0 が当該ページを拡大率 8 で拡大 し

て表示 している様子を表 し、図 4 の （c ) は、め くり操作 1 に連動 して 「力

— ドエフェク ト」 （視覚的なエフェク ト）が表示される様子を表す。 さらに

、図 4 の （d ) は、め くり操作 1 に したがって次ページの全体が表示される

様子を表 し、図 4 の （e ) は、次ページの全体が表示された後、次ページの

所定の部分が拡大率 8 で拡大されて表示される様子を表す。

[0042] 図 2 および図 3 と図 4 とは、図 4 における動作では上記ステ ップ （1 ) が

行われないこと、および上記ステ ップ （2 ) のエフェク トが異なる。すなわ

ち、閲覧中のページが横 フイツ 卜状態で表示されている場合にユーザがめ く

り操作 1 を行 うと、当該ページの全体を表示することな く、当該ページと次



ページとが水平にスライ ドして動 くことにより、両ページが入れ替わって視

認される 「カー ドエフェク ト」を伴って次ページが表示される。

[0043] 図 5 に基づいて、表示装置 1 0 0 の動作の概要をさらに説明する。図 5 は

、表示装置 1 0 0 が次ページを拡大させる場合の原点のとりかたを表 した模

式図である。図 5 の （a ) は次ページがフィット時上下余白状態で表示され

る場合の拡大原点の位置、図 5 の （b ) は次ページがフィット時左右余白状

態で表示される場合の拡大原点の位置を示す。

[0044] ここで、上記 「原点」または 「拡大原点」とは、拡大中に表示座標が変化

しない点をいう。表示装置 1 0 0 は、上記ステップ （4 ) において、所定の

原点を中心にして次ページを拡大表示する。なお、 「フィット時完全一致状

態」において、表示装置 1 0 0 は、図 5 の （a ) に示す左上 （「X 」印の位

置）に原点をとる。

[0045] また、図 5 の （a ) および （b ) では原点を 「X 」で示 しているが、説明

の便宜を図るために描き加えたものであり、表示装置 1 0 0 はこれらを表示

しないことに注意する。点線の矩形および矢印も同様である。

[0046] 図 6 に基づいて、表示装置 1 0 0 の動作の概要をさらに説明する。図 6 は

、拡大率 8 で拡大させたページの横幅が表示部 7 0 の横幅よりも小さいこと

により、当該ページを表示中に表示部 7 0 の左右端に等幅の余白が生まれる

場合、当該余白の幅に応 じて、表示装置 1 0 0 が表示部 7 0 の中央を原点に

して拡大することを表す模式図である。ここで、 「表示部 7 0 の中央」とは

、表示部 7 0 の横方向に対する略半分の位置であって、縦方向に対する任意

の位置 （例えば、ページの上端など）をいう。すなわち、表示装置 1 0 0 は

、表示部 7 0 の左右端に生 じた等幅の余白を埋めるように、ページを拡大 し

て表示する。

[0047] 表示部 7 0 の中央を原点とするのは、拡大の前後でエフェク トを伴う表示

位置を一致させるためである。すなわち、ユーザがめくり操作 1 を行ったこ

とにより、表示装置 1 0 0 が拡大率 8 で次ページを拡大させる場合に、当該

ページを拡大させても左右端に等幅の余白が生まれるとき （このとき、拡大



前にも左右端に等幅の余白が存在する）、例えば表示部 7 0 の左上を原点と

して拡大すると、拡大の前後の表示を補間するエフェク 卜の表示位置が一致

しない。上記の場合、表示装置 1 0 0 は表示部 7 0 の中央を原点とすること

で、 この不具合を回避することができる。

[0048] なお、ページを表示中に表示部 7 0 の上下端に等幅の余白が生まれる場合

、当該余白の幅に応 じて、表示装置 1 0 0 は表示部 7 0 の中央を原点に して

拡大 してよい。 この場合、 「表示部 7 0 の中央」とは、表示部 7 0 の縦方向

に対する略半分の位置であって、横方向に対する任意の位置 （例えば、ぺ 一

ジの左端など）をいう。すなわち、表示装置 1 0 0 は、表示部 7 0 の上下端

に生 じた等幅の余白を埋めるように、ページを拡大 して表示する。

[0049] 〔表示装置 1 0 0 の構成〕

図 1 に基づいて、本実施の形態に係る表示装置 1 0 0 の構成を説明する。

表示装置 1 0 0 は、入力部 4 0 、入力制御部 5 0 、制御部 1 1 、表示制御部

6 0 、および表示部 7 0 を含む。

[0050] なお、本実施の形態に直接関係のない部分 （例えば、インタ一ネッ ト接続

や音声出力などを実現する部分）は、記載の簡潔性を担保する観点か ら、構

成の説明およびプロック図か ら省略 した。ただ し、実施の実情に則 して、本

実施の形態に係る表示装置 1 0 0 は当該省略 した構成を含んでもよい。

[0051 ] 以下、入力部 4 0 、入力制御部 5 0 、制御部 1 1 (縮小部 1 5 、拡大部 1

6 ) 、表示制御部 6 0 、表示部 7 0 の順序で各構成が担 う機能を説明する。

[0052] 入力部 4 0 は、ユーザによるめ くり操作 1、拡大操作 2 、および縮小操作

3 を受け付ける。本実施の形態では主にマルチタツチを検出可能なタツチパ

ネルを想定 している。ただ し、入力部 4 0 はユーザによる上記操作で情報の

入力が可能な入力面を備えてさえいればよく、ハ一 ドウエアの種類は限定さ

れない。入力部 4 0 は、その入力面に接触 したユーザの指やスタイラスなど

の指示具の当該入力面上における 2 次元の座標情報 6 を、入力制御部 5 0 に

出力する。

[0053] 入力制御部 5 0 は、入力部 4 0 の入力面に対するユーザか らの上記操作に



基づいて操作情報 5 を生成する。例えば、入力部4 0 から座標情報 6 を所定

の時間間隔で取得し、その一連の座標データを解析してユーザが意図した操

作を特定し、当該操作に対応する操作情報 5 を生成する。入力制御部 5 0 は

、生成した操作情報 5 を制御部 1 1へ出力する。

[0054] 制御部 1 1は、表示装置 1 0 0 の各種機能を統括的に制御するものである

。制御部 1 1は、縮小部 （縮小手段、切替手段） 1 5 と拡大部 （拡大手段）

1 6 とを含む。制御部 1 1は、入力制御部 5 0 から入力される操作情報 5 を

検知し、縮小部 1 5 または拡大部 1 6 へ出力する。

[0055] 縮小部 1 5 は、ページを拡大率 8 で拡大して表示することにより当該べ一

ジに掲載されたコンテンツの一部が視認可能である場合に、ユーザがめくり

操作 1 を行ったとき、次ページの全体を表示する。具体的には、縮小部 1 5

は横持ち時であるか否かを判定し、横持ち時でないと判定される場合、当該

ページの全体に対応するコンテンツデータ4 を、表示制御部 6 0 に出力する

。なお、縮小部 1 5 は、フィット時左右余白状態、フィット時上下余白状態

、フィット時完全一致状態、横フィット状態のうちのいずれか 1つの表示態

様でぺ一ジを表示可能である。

[0056] また、縮小部 1 5 は、ユーザがめくり操作 1 を行った場合、次ページの全

体を表示する前に、めくり操作 1 に連動する視覚的なエフェク卜を表示する

。さらに、縮小部 1 5 は、ユーザが閲覧していたページ （すなわち、ユーザ

がめくり操作 1 を行う前に表示していたページ）の拡大率 8 を、拡大部 1 6

へ出力する。

[0057] なお、縮小部 1 5 は、ユーザがめくり操作 1 を行ったとき、閲覧中のぺ一

ジに適用されていた拡大率 8 を後述する記憶装置に格納してもよい。また、

縮小部 1 5 は、ユーザが閲覧していたページを拡大した時点 （図8 を参照し

て後述するステップ3 ) に、当該拡大率を記憶装置に格納してもよい。

[0058] 拡大部 1 6 は、ユーザから与えられた操作情報 5 にしたがって、ページの

所定の部分を拡大率 8 で拡大する。具体的には、拡大部 1 6 は、操作情報 5

で指定される拡大率 8 と原点とに基づいて、ページの所定の部分に対応する



コ ンテ ンツデ ー タ 4 を表 示制御部 6 0 に出力 す る。

[0059] また、拡 大部 1 6 は、 ユーザ か ら拡 大表 示 の操 作 が与 え られ な くとも、縮

小部 1 5 に よ って次ペ ー ジの全体 が表 示 され る と、 次ペ ー ジの所 定 の部 分 を

拡 大率 8 で拡 大 す る。 この とき、拡 大部 1 6 は、 操 作情報 5 で指 定 され る拡

大率 8 ( す なわ ち、拡 大 して表 示 させ て いた閲覧 中のペ ー ジ にお ける拡 大率

8 と同 じ拡 大率 8 ) と、 所 定 の計算 によ って計算 され る原 点 とに基 づ いて、

ペ ー ジの所 定 の部 分 に対応 す る コ ンテ ンッデ ー タ 4 を表 示制御部 6 0 に出力

す る。

[0060] な お、拡 大部 1 6 は、 縮 小部 1 5 がペ ー ジの表 示態様 を変 更 した場合、拡

大率 8 を初期 化 して もよい。 ここで、拡 大率 の初期 化 とは、拡 大率 を 1 . 0 倍

( す なわ ち、拡 大 しな い表 示 ） に設 定 す る ことをい う。

[0061 ] な お、拡 大部 1 6 は、 ュ一ザ が表 示装 置 1 0 0 の把 持状 態 を変 更 した こと

によ り、縮 小部 1 5 がペ ー ジの表 示態様 を変 更 した場合、拡 大率 8 を初期 化

して もよい。 ここで、拡 大率 の初期 化 とは、縦 持 ち時、 見 開 き時、 また は横

持 ち時 にお ける フ ィッ 卜時左右余 白状 態、 フ イツ 卜時上 下余 白状 態、 フ イツ

卜時完全 一致状 態、 お よび横 フ ィッ ト状 態 の拡 大率 8 を 1 . 0 倍 （すなわ ち

、拡 大 しな い表 示 ） に設 定 す る ことをい う。

[0062] 表 示制御部 6 0 は、 ペ ー ジ を表 示部 7 0 に出力 す る。 ここで、表 示制御部

6 0 は、 制御部 1 1 が 出力 す る情報 （例 えば コ ンテ ンツデ ー タ 4 ) を、 表 示

部 7 0 で表 示可能 な形 式 に したが う表 示 用デ ー タ 7 に変換 で きる。表 示 用デ

— タ 7 と して は、例 えば ビッ トマ ップ （b i tmap) 形 式 の画像 であ って よい し

、他 の形 式 に従 う画像、 また はその他表 示 に適 したデ ー タ形 式 であ って もよ

し、。 な お、表 示制御部 6 0 は、 当該情報 を表 示 用デ ー タ 7 へ形 式変換 で きる

もの を含 んで いれ ば よ く、例 えば一般 的なデ ィス プ レイ アダ プタを含 む。

[0063] 表 示部 7 0 は、 映像 等 を表 示 す る装 置 であ る。 本実施 の形 態 で は主 に液 晶

デ ィス プ レイ （L i qu i d Crysta l D i s p lay ；L C D ) を想 定 して い るが、表 示

機 能 を有 す る装 置 （特 に、 フラ ッ トパ ネル デ ィス プ レイ） であ りさえすれ ば

ハ ー ドウェアの種類 は限定 され な い。例 えば、 プラズマデ ィス プ レイ （P Lasm



a Di sp lay Pane l ；P D P ) や E L ( ELect o Lum i nescence) デ ィスプ レイな

どの表示素子 と、表示制御部 6 0 か ら入力 を受 けた表示用データ 7 に基づい

て表示素子 を駆動する ドライバ回路 とを備 える装置等で構成 で きる。

[0064] 図 1 では、各構成 が有 する機能 を明示するため に、入力部 4 0 と表示部 7

0 とを分離 して示 している。 しか し、例 えば入力部 4 0 がタ ツチパ ネルであ

り、表示部 7 0 が液晶デ ィスプ レイである場合、両者 は一体 と して構成 され

ることが望 ま しい。 すなわち、入力部 4 0 は、矩形板状 に形成 されたガラス

等の透明な透過部材か らなるデータ入力面 を含んで構成 され、表示部 7 0 が

有 するデータ表示面 を覆 うように一体的に形成 されてよい。

[0065] また、 図 1 には記載 していないが、表示装置 1 0 0 は電子書籍 のデータ等

を格納 した記憶装置 を備 えていてよい。記憶装置 は、例 えばハー ドデ ィスク

、半導体 メモ リ、 D V D (D i g i t a l Versat i Le Di sk) 等 の不揮発性 の記憶機

器で構成 で きる。 なお、記憶装置 は、表示装置 1 0 0 に内蔵 され る装置であ

つてもよい し、表示装置 1 0 0 の外部 に通信可能 に接続 された外部記憶装置

であ ってもよい。

[0066] 〔表示装置 1 0 0 に対する操作〕

(可能な操作の一例）

ユーザが入力部 4 0 の入力面 に対 して行 う操作 には、例 えば ピンチイ ン （

入力面 に当てた 2 本の指 を押 し広 げる操作）、 ピンチアウ ト （入力面 に当て

た 2 本の指 を集め る操作）、 ドラ ッグまたはフ リック （少な くとも 1 本の指

を入力面 に当てた まま任意の方向へ動かす操作）、 シ ングル タ ップ （少な く

とも 1 本の指で入力面 を 1 回叩 く操作）、 ダブル タ ップ （少な くとも 1 本の

指で入力面 を 2 回叩 く操作）が含 まれ る。

[0067] また、表示装置 1 0 0 では、 ピンチイ ンが拡大操作 2 に対応 し、 ピンチア

ゥ 卜が縮小操作 3 に対応 し、 ドラ ッグまたはフ リックがめ くり操作 1 に対応

する。 ただ し、 この対応付 けはあ くまでも一例 であ り、 これ以外の対応付 け

を行 ってもよし、。

[0068] なお、 ユーザが ピンチイ ンによってページを拡大 させ るとき、表示装置 1



0 0 は、ユーザが 2 本の指を揃えて入力面に最初に接触 した 2 点の位置 （す

なわち、押 し広げる操作を開始 した位置）の中央を原点 と して、ページを拡

大する。

[0069] ( ダブルタップによる拡大率の切 り替え）

図 7 に基づいて、表示装置 1 0 0 に対する操作 とそのときの表示装置 1 0

0 の動作を説明する。図 7 は、ユーザが入力面をダブルタップすると拡大率

が 3 段階で変化する様子を表す模式図である。図 7 の （a ) は拡大率 1 0 0

% でページが表示されている状態を表 し、図 7 の （b ) は拡大率 2 0 0 % で

ページが表示されている状態を表 し、図 7 の （c ) は拡大率 4 0 0 % でぺ一

ジが表示されている状態を表す。

[0070] すなわち、ユーザが入力面をダブルタップするたびに、上記図 7 の （a )

~ ( c ) の状態がサイク リックに切 り替わる。なお、上記の 2 0 0 %、 4 0

0 % の拡大率は一例であ り、他の拡大率であつてもよい。

[0071 ] ( ドラッグまたはフ リックによるめ くり操作 1 の詳細）

表示部 7 0 に表示されているページの一部が当該ページの端でない場合 （

例えば、ページ中央が拡大表示されてお り、表示部 7 0 の左右端が当該べ一

ジの端でない場合）に、ユーザが ドラッグまたはフ リックを行 うと、当該べ

ージの表示部分が変化 （移動）する。

[0072] —方、ページ端が表示部 7 0 に表示されている場合に、そのページ端方向

に進むようにユーザが ドラッグまたはフ リックを行 うと、次ページが表示さ

れる。すなわち、上記 したように、ページ端 における ドラッグまたはフ リツ

クはめ くり操作 1 となる。

[0073] このとき、表示装置 1 0 0 は、表示部 7 0 の端で当該ページをバ ウン ドし

たように往復 して表示させる 「バ ウン ドエフェク ト」 （視覚的なエフェク ト

) を表示させた後 に、当該ページの全体を表示させる （現ページフィッ ト表

示）。そ して、表示装置 1 0 0 は、め くり操作 1 に連動 して 「め くりェフエ

ク 卜」を表示させた後、次ページの全体を表示させて所定の部分を拡大率 8

で拡大する。



[0074] なお、めくり操作 1 は、表示装置 1 0 0 に備えた所定のハー ドゥエアキ一

(図 1 において図示せず）を押下することによつても行える。この場合、表

示装置 1 0 0 は、上記のバウン ドエフェク トを表示させず、また当該ページ

において表示部分を変更させることなく即座に次ページを表示させてもよい

[0075] また、上述 したすべてのエフェク トは、ユーザによって任意に設定可能で

ある。例えば、 「めくりエフェク ト」の表示の有無、 「めくりエフェク ト」

においてページがめくれる速度、 「カー ドエフェク ト」におけるページ間の

隙間などを、ユーザは設定できる。

[0076] (表示装置 1 0 0 のその他の機能）

表示装置 1 0 0 は、電子書籍に含まれるコンテ ンツ （例えば画像など）を

サムネイル表示することができる。ユーザは、サムネイルにより一覧表示さ

れた電子書籍をタップし、所定のィンタ一フェースから所望のページを選択

することにより、当該ページを （横フィット設定にしたがって）フィット時

左右余白状態、フィット時上下余白状態、フィット時完全一致状態、横フィ

ッ卜状態ですぐに表示させることができる。このとき、表示装置 1 0 0 は、

「ジャンプエフェク ト」 （サムネイル表示をフェー ドアウ トさせ、当該ぺ一

ジをフエ一 ドィンすることにより表示する視覚的なエフェク 卜）を伴って、

当該ページを表示させることができる。

[0077] また、サムネイルが表示されているときに、ユーザが所定のキ一 （例えば

バックキ一）を押下することにより、電子書籍に含まれる所定のコンテ ンツ

を表示させる場合、表示装置 1 0 0 は以前に用いた拡大率 8 を適用 （保持）

してよい。

[0078] さらに、表示装置 1 0 0 が各種の辞書データ （例えば、英和辞書、和英辞

書、国語辞書など）を内蔵 しており、電子辞書に含まれるテキス トデータに

ついて当該辞書データを検索することができる。例えば、ユーザが任意の単

語 （テキス トデータ）について当該辞書データを検索 し、表示装置 1 0 0 が

検索結果を表示させた場合、表示装置 1 0 0 は拡大率 8 を保持 したままにし



てよい。ただ し、例えばウェブサイ トを検索 した場合、次に当該電子書籍を

表示 した際は、拡大率 8 を初期化することもできる。

[0079] 〔拡大原点の決定方法〕

上記 したように、表示装置 1 0 0 は、ュ一ザが閲覧中のページを拡大率 8

で拡大 して表示させていることにより、当該ページに掲載されたコンテンツ

の一部が視認可能である場合に、ユーザがめ くり操作 1 を行 うと、所定の原

点を中心に して次ページを拡大表示する。 この原点は、例えば電子書籍の綴

じ方向 （右綴 じか左綴 じか）とユーザのめ くり操作 1 の方向とに基づいて決

定できる。

[0080] すなわち、電子書籍が左綴 じの場合に、ユーザがページを左へめ くったと

き （当該電子書籍を読み進む方向へめ くったとき）、表示装置 1 0 0 は画面

左上にある原点を中心に して拡大表示できる。 ここで、上記 「画面左上」と

は、表示部 7 0 の表示領域を、垂直方向および水平方向に 2 分割することで

4 等分 した場合の、左上に位置する領域における任意の点をいう。

[0081 ] または、電子書籍が左綴 じの場合に、ユーザがページを右へめ くったとき

(当該電子書籍を戻る方向へめ くったとき）、表示装置 1 0 0 は画面右上に

ある原点を中心に して拡大表示できる。 ここで、上記 「画面右上」とは、表

示部 7 0 の表示領域を、垂直方向および水平方向に 2 分割することで 4 等分

した場合の、右上に位置する領域における任意の点をいう。

[0082] または、表示装置 1 0 0 は、所定の計算によって計算される原点を中心に

してページを拡大表示 してもよい。 この場合、例えば以下の式に したがって

原点の座標が計算される。

(画面左上隅を原点とする場合）

( i ) 横 フイツ 卜時以外

[0083] [ 数 1]

ZoomOrg. x 二F t Image, left + Fitlmage, left / 、rate 1 ノ；

ZoomOrg. y = F i tlmage. top + Fitlmage. top / ( rate — 1 パ

[0084] ( i ί ) 横 フィッ ト時



[0085] [ 数 2]

ZoomOrg. x = 0；

ZoomOrg. y = 0；

[0086] (画面右上隅を原点 とする場合）

( i ) 横 フイツ 卜時以外

[0087] [ 数 3]

ZoomOrg. x - Fitlmage. right (di spWidth Fitlmage. right) / (rate - 1 ) ;

ZoomOrg. = r i tlmage. top + Fitlmage. top / (rate - 1 ) ;

[0088] ( i ί ) 横 フィッ ト時

[0089] [ 数4]

ZoomOrg. x ~ dispWidth ;

ZoomOrg. = 0；

[0090] (拡大後のページ幅が画面幅 よ り小さい場合）

[0091 ] [ 数 5]

ZoomOrg. = dispWidth / 2 ；

ZoomOrg. y = 0；

[0092] ここで、 ZoomOrg. xは原点のx座標、 ZoomOrg. yは原点のy座標、 Fi tlmage. Le

f t は画面 におけるフイツ 卜時の表示領域の左座標、 Fi tlmage. top は画面 にお

けるフイツ 卜時の表示領域の上座標、 Fi tlmage. r i ght は画面 におけるフィッ

卜時の表示領域の右座標、d i spWi dth は表示部の幅、 および rate は拡大率 を表

す。なお、 rate が 1の場合は拡大 しない。

[0093] 〔表示装置 1 0 0 が実行する処理〕

図 8 に基づいて、表示装置 1 0 0 が実行する処理の流れを説明する。図 8

は、表示装置 1 0 0 が実行する処理の一例 を示すフローチヤ一 卜である。な

お、図 8 のフローチヤ一 卜の開始時点においては、電子書籍の任意のページ

が所定の表示形態 （フイツ 卜時左右余 白状態、 フイツ 卜時上下余 白状態、 フ

ィッ 卜時完全一致状態、横 フィッ 卜状態）で表示部 7 0 に表示 され、ュ一ザ



が当該べ一ジを閲覧 している状態にあるとする。

[0094] まず、入力部 4 0 が拡大操作 2 を受け付け （ステップ 1 ：以下、 S 1 のよ

うに略記する）、拡大操作 2 が行われた入力面上における2 次元の座標情報

6 を、入力制御部 5 0 に出力する。入力制御部 5 0 は、入力部 4 0 の入力面

に対するユーザからの上記操作に基づいて操作情報 5 を生成 し （S 2 ) 、生

成 した操作情報 5 を制御部 1 1へ出力する。

[0095] 拡大部 1 6 は、操作情報 5 で指定される拡大率 8 (現状の拡大率 8 と操作

情報 5 で指定される拡大率で、次の拡大率 8 を決定 して更新される拡大率 8

) および拡大原点に基づいて、ユーザが閲覧中のページの所定の部分に対応

するコンテンツデータ4 を表示制御部 6 0 に出力することにより、当該閲覧

中のページを拡大する （S 3 ) 。表示制御部 6 0 がこのコンテンツデータ4

を表示用データ 7 に変換 して表示部 7 0 に出力することにより、ユーザが閲

覧中のページの所定の部分を表示する （S 4 ) 。

[0096] 次に、制御部 1 1 は、入力制御部 5 0 からめくり操作 1 に対応する操作情

報 5 を待ち受ける （S 5 ) 。制御部 1 1 がめくり操作 1 を検知すると （S 5

においてY E S ) 、縮小部 1 5 は、横持ち時であるか否かを判定する （S 6

) 。横持ち時でないと判定される場合 （S 6 においてN O ) 、縮小部 1 5 は

当該ぺ一ジの全体に対応するコンテンツデータ4 を表示制御部 6 0 に出力す

ることで、上記と同様に、当該ページの全体が表示される （S 7 ) 。なお、

当該ページが横フィッ卜状態で表示されていると判定される場合は （S 6 に

おいてY E S ) 、縮小部 1 5 はS 7 の処理を行わずにS 8 の処理を行う。

[0097] 次に、縮小部 1 5 は、ページめくりに連動する所定の視覚的なエフェク ト

を表示する （S 8 ) 。図 8 のS 8 では、例えば図 2 の （d ) に例示される 「

めくりエフェク ト」を、縮小部 1 5 が表示するとしている。縮小部 1 5 は、

次ぺ一ジの全体に対応するコンテンツデータ4 を表示制御部 6 0 に出力する

ことで、上記と同様に、当該ページの全体が表示される （S 9 、縮小ステツ

プ）。そして、縮小部 1 5 は、ユーザが閲覧 していたページ （めくり操作 1

を行う前に表示 していたページ）の拡大率 8 を、拡大部 1 6 へ出力する。



[0098] 拡大部 1 6 は、所定の計算に基づいて拡大原点の座標 を計算する （S 0

) 。そ して、縮小部 1 5 か ら入力された拡大率 8 に基づき、上記の拡大原点

を中心に して次ページの所定の部分に対応するコンテンッデータ4 を表示制

御部 6 0 に出力することより、上記 と同様に、当該ページが拡大表示される

( S 1 1 、拡大ステ ップ）。

[0099] 〔表示装置 1 0 0 により奏される効果〕

表示装置 1 0 0 は、拡大表示に伴 う操作をュ一ザに省略させることができ

、ユーザの利便性を向上させることができるという効果を奏する。言い換え

れば、電子書籍のページをめ くるごとに所定の部分を拡大させる操作を、ュ

—ザに省略させることができるという効果を奏する。

[01 00] また、表示装置 1 0 0 は、上記所定の部分を拡大表示する前に、一度上記

ページの全体を表示することにより、当該ページが自動的に拡大 して表示さ

れていること、および当該ページ全体 と拡大部分 との関係を、ユーザに明確

に把握させることができるという効果を奏する。

[01 0 1 ] 〔各実施の形態に含まれる構成 （技術的手段）の組み合わせについて〕

上述 した実施の形態に含まれる構成は、適宜組み合わせ られることに注意

する。すなわち、上記の実施の形態で説明 したすべての構成は、当該説明に

係る実施の形態のみな らず、他の実施の形態においても当該構成の全部 また

は一部を組み合わせて利用でき、それによつて得 られる実施の形態について

も本発明の技術的範囲に含まれる。

[01 02] さらに換言すれば、本発明は上述 した実施の形態に限定されるものではな

く、請求項に示 した範囲で種々の変更が可能である。すなわち、請求項に示

した範囲で適宜変更 した技術的手段を組み合わせて得 られる実施の形態につ

いても本発明の技術的範囲に含まれる。

[01 03] 〔ソフ トウェアによる実現例〕

最後に、表示装置 1 0 0 (特 に制御部 1 1 ) の各プロックは、集積回路 （

I c チップ）上に形成された論理回路によってハー ドウェア的に実現 しても

よい し、 C P U (Cent r a l Process i ng Un i t ) を用いてソフ トウェア的に実現



して もよい。

[01 04] 後 者 の場合、表 示装 置 1 0 0 は、 各機 能 を実現 す る プ ログラムの命令 を実

行 す る C P U 、 上記 プ ログラム を格納 した R O M (Read On Ly Memory) 、 上

記 プ ログラム を展 開す る R A M (Random Access Memory) 、 上記 プ ログラム

お よび各種 デ ー タを格納 す るメモ リ等 の記憶装 置 （記録 媒体 ） な どを備 えて

い る。 そ して、 本発 明の 目的 は、 上述 した機 能 を実現 す る ソフ トウェアであ

る表 示装 置 1 0 0 の制御 プ ログラムの プ ログラム コー ド （実行形 式 プ ロダラ

厶、 中間 コー ドプ ログラム、 ソー ス プ ログラム） を コ ン ピュー タで読 み取 り

可能 に記録 した記録 媒体 を、表 示装 置 1 0 0 に供給 し、 その コ ン ピュー タ （

また は C P U や M P U ) が記録 媒体 に記録 され て い る プ ログラム コ 一 ドを読

み 出 し実行 す る ことによ つて も、 達成 可能 であ る。

[01 05] 上 記記録 媒体 と して は、例 えば、磁 気テ ー プや カセ ッ トテ ー プ等 のテ ー プ

類、 フ ロ ッ ピ一 （登録商標 ）デ ィス ク/ ハ ー ドデ ィス ク等 の磁 気デ ィス クや

C D _ R O M/M O / M D / D V D / C D _ R 等 の光 デ ィス クを含 むデ ィス

ク類、 I C カー ド （メモ リカー ドを含 む） / 光 力一 ド等 の カー ド類、 マ ス ク

R O M / E P R O M / E E P R O M (登 録商標 ） / フラ ッシ ュ R O M 等 の半

導 体 メモ リ類、 あ るいは P L D (Programmab l e Log i c dev i ce) や F P G A (

F i e l d Programmab l e Gate Ar ray) 等 の論理 回路類 な どを用 い る ことがで きる

[01 06] また、表 示装 置 1 0 0 を通信 ネ ッ 卜ワー ク と接続 可能 に構成 し、 上記 プ ロ

グラム コー ドを通信 ネ ッ 卜ワー クを介 して供給 して もよい。 この通信 ネ ッ 卜

ワー クは、 プ ログラム コー ドを伝 送可能 であれ ば よ く、特 に限定 され な い。

例 えば、 イ ンタ一 ネ ッ ト、 イ ン トラネ ッ ト、 エ キス トラネ ッ ト、 L A N 、 I

S D N 、 V A N C A T V 通信網、 仮想 専 用網 （V i rtua l P i vate Network)

、 電話 回線網、移 動体通信網、衛 星通信網 等 が利 用可能 であ る。 また、 この

通信 ネ ッ 卜ワー クを構成 す る伝 送媒体 も、 プ ログラム コー ドを伝 送可能 な媒

体 であれ ば よ く、特 定 の構成 また は種類 の もの に限定 され な い。例 えば、 I

E E E 1 3 9 4 、 U S B 、 電力線搬 送、 ケ一 プル T V 回線、 電話線、 A D S



L (Asymmet i c D i g i t a l Subscr i ber L i ne) 回 線 等 の有 線 で も、 I r D A や

リモ コ ンの よ うな 赤 外 線 、 B I u e t o o t h (登 録 商 標 ）、 I E E E 8 0

2 . 1 1 無 線 、 H D R ( H i g h Data Rate) 、 N F C (Near F i e l d Commun i cat

i on) 、 D L N A (D i g i t a l L i v i ng Network A LLi ance) 、 携 帯 電 話 網 、 衛 星

回線 、 地 上 波 デ ジ タル 網 等 の無 線 で も利 用 可 能 で あ る。 な お、 本 発 明 は、 上

記 プ ロ グ ラム コ一 ドが 電 子 的 な伝 送 で具 現 化 され た、 搬 送 波 に埋 め 込 まれ た

コ ン ピュー タデ ー タ信 号 の形 態 で も実 現 され得 る。

[01 07] この よ うに、 本 明細 書 に お い て は、 手 段 とは必 ず しも物 理 的手 段 を意 味 せ

ず、 各 手 段 の機 能 が ソ フ トウ ェ ア に よ って実 現 され る場 合 も含 む。 また、 1

つ の手 段 の機 能 が 2 つ 以 上 の物 理 的手 段 に よ り実 現 され て も よ い し、 2 っ 以

上 の手 段 の機 能 が 1 つ の物 理 的手 段 に よ り実 現 され て も よ い。

[01 08] ま た、 本 発 明 の表 示 装 置 で は、

( 1 ) 前 記 縮 小手 段 は、 ュ 一 ザ が前 記 ペ ー ジ をめ くる操 作 を行 った と き、 当

該 め くる操 作 に よ って表 示 すべ きペ ー ジ の全 体 を表 示 す る前 に、 ユ ー ザ が 当

該 め くる操 作 を行 った表 示 中 のペ ー ジ の全 体 を表 示 す る こ とを特 徴 と して い

る。

[01 09] 上 記 の構 成 に よれ ば、 本 発 明 の表 示 装 置 は、 ユ ー ザ がペ ー ジ をめ くる操 作

を行 う と、 当該 ペ ー ジ （ユ ー ザ が 閲覧 して い たペ ー ジ） の全 体 を表 示 した後

、 当該 め くる操 作 に よ って表 示 すべ きペ ー ジ （次 に表 示 す るペ ー ジ） の全 体

を表 示 で きる。

[01 10 ] これ に よ り、 ユ ー ザ が 閲覧 して い たペ ー ジ が拡 大 して表 示 され て い た こ と

をユ ー ザ に把 握 させ る こ とが で きるた め、 次 に表 示 す るペ ー ジ も拡 大 して表

示 され る こ とを、 ユ ー ザ に よ り明確 に把 握 させ る こ とが で きる。 した が って

、 本 発 明 の表 示 装 置 は、 ユ ー ザ の利 便 性 を さ らに向上 させ る こ とが で きる。

[01 11] ま た、 本 発 明 の表 示 装 置 は、

( 1 ) 前 記 め くる操 作 を行 った前 記 表 示 中 のペ ー ジ の全 体 を、 前 記 縮 小手 段

が表 示 す るか 否 か を切 り替 え る切 替 手 段 を さ らに備 え た こ とを特 徴 と して い

る。



[01 12] 上記の構成 によれば、本発明の表示装置は、次 に表示するページの全体 を

表示する前 に、ユーザが閲覧 していたページの全体 を表示するか否かを切 り

替えることがで きる。例 えば、ユーザが電子書籍 を閲覧する態様や条件等 に

基づいて切 り替えることがで きる。 したが って、本発明の表示装置は、ュ一

ザの利便性 をさ らに向上 させることがで きる。

[01 13] また、本発明の表示装置では、

( 1 ) 前記切替手段 は、ユーザが前記め くる操作 を行 った表示中のページの

表示態様 に基づいて、前記め くる操作 を行 った表示中のページの全体 を前記

縮小手段が表示するか否かを切 り替えることを特徴 と している。

[01 14] 上記の構成 によれば、本発明の表示装置は、ユーザがめ くる操作 を行 った

ぺ一ジの表示態様 に基づいて、 当該ページの全体 を表示するか否かを切 り替

えることがで きる。 したが って、本発明の表示装置は、ユーザが上記表示装

置 を使用する態様 に適 した動作 を行 うことがで きるため、ユーザの利便性 を

さ らに向上 させることがで きる。

[01 15] また、本発明の表示装置では、

( 1 ) 前記縮小手段 は、前記表示中のページの横幅 と前記表示装置の表示部

の横幅 とを一致 させて表示する態様 を、前記表示態様 と して少な くとも表示

可能であ り、

( 2 ) 前記切替手段 は、ユーザが前記め くる操作 を行 った表示中のページが

当該表示態様で表示 されている場合、前記表示中のページの全体 を前記縮小

手段が表示 しないように切 り替えることを特徴 と している。

[01 16] 上記の構成 によれば、本発明の表示装置は、ユーザがめ くる操作 を行 った

ページが、 当該ページの横幅 と当該表示装置の表示部の横幅 とがー致するよ

うに表示 されている場合、 当該ページの全体 を表示 しないように切 り替える

。 したが って、本発明の表示装置は、ユーザが上記表示装置 を使用する態様

に適 した動作 を行 うことがで きるため、ユーザの利便性 をさ らに向上 させる

ことがで きる。

[01 17] また、本発明の表示装置では、



( 1 ) 前記縮小手段 は、 ュ 一 ザが前記ページをめ くる操作 を行 った とき、 当

該め くる操作 によって前記表示すべ きページの全体 を表示する前 に、 当該め

くる操作 に連動する視覚的なエフェク 卜を表示することを特徴 と している。

[01 18] 上記の構成 によれば、本発明の表示装置は、上記め くる操作 に連動する視

覚的なエフェク 卜を表示 した後 に、 当該め くる操作 によって表示すべ きぺ 一

ジの全体 を表示する。 これによ り、ユーザは、あたかも紙 に印刷 された従来

の書籍 を手元 に置いてページをめ くっているかのような感覚 を得 ることがで

きる。 したが って、本発明の表示装置は、ユーザの利便性 をさ らに向上 させ

ることがで きる。

[01 19] また、本発明の表示装置では、

( 1 ) 前記拡大手段 は、所定の原点を中心 に して前記所定の部分 を拡大する

ことを特徴 と している。

[01 20] 上記の構成 によれば、本発明の表示装置は、あ らか じめ設定された原点 ま

たは所定の計算 によって計算 された原点を中心 に して、上記所定の部分 を拡

大で きる。 ここで、上記 「原点」 とは、拡大中に表示座標 が変化 しない点を

いう。上記原点は、例 えば電子書籍の綴 じ方向 （右開 きか左開 きか） とユ ー

ザによるページをめ くる操作の方向 とに基づいて、決定 または計算で きる。

[01 2 1] これによ り、ユーザの閲覧態様 にあわせて、柔軟 に拡大表示の方法 を変化

させることがで きる。 したが って、本発明の表示装置は、ユーザの利便性 を

さ らに向上 させることがで きる。

[01 22] また、本発明の表示装置では、

( 1 ) 前記縮小手段 は、前記ページの横幅 と前記表示装置の表示部の横幅 と

を一致 させて表示する態様 を、 当該ページの表示態様 と して少な くとも表示

可能であ り、

( 2 ) 前記拡大手段 は、前記縮小手段が前記ページの表示態様 を変更 した場

合、前記拡大率 を初期化することを特徴 と している。

[01 23] 上記の構成 によれば、ユーザが閲覧 していたページの横幅 と当該表示装置

の表示部の横幅 とが一致するような態様で、 当該ページが表示 されている場



合、ユーザが当該態様か ら異なる態様へページの表示 を変更すると、本発明

の表示装置は上記拡大率 を初期化する。

[01 24] これによ り、本発明の表示装置は、表示態様が切 り替わ った ことで拡大率

に不整合が生 じることを防止で きる。 したが って、本発明の表示装置は、ュ

—ザの利便性 をさ らに向上 させることがで きる。

[01 25] また、本発明の表示装置では、

( 1 ) 前記拡大手段 は、前記表示すべ きページを拡大 した ときに表示部の左

右端 または上下端 に等幅の余 白が生 まれる場合、前記拡大の原点を前記表示

部の中央 とすることを特徴 と している。

[01 26] 上記の構成 によれば、本発明の表示装置は、次 に表示するページを拡大 し

た ときに表示部の左右端 または上下端 に等幅の余 白が生 まれる場合は、表示

部の中央 を原点に して当該ページを拡大で きる。ユーザがめ くる操作 を行 つ

た ことによ り、表示装置が次 に表示するページを拡大させる場合 に、 当該べ

—ジを拡大させても左右端 に等幅の余 白が生 まれるとき （この とき、拡大前

にも左右端 に等幅の余 白が存在する）、例 えば表示部の左上 を原点 と して拡

大すると、拡大の前後の表示 を補間するエフェク 卜の表示位置が一致 しない

[01 27] 上記の構成 とすることで、本発明の表示装置は、拡大の前後でエフェク ト

を伴 う表示の位置 を一致 させることがで きるため、ユーザの利便性 をさ らに

向上 させることがで きる。

産業上の利用可能性

[01 28] 本発明は、電子書籍 リーダ、 タブ レッ ト端末、携帯電話、 スマー トフォン

、 その他 タツチパネル を備 えた表示画面 を有する装置 に適用で きる。

符号の説明

[01 29] め くり操作 （ページをめ くる操作）

8 拡大率

5 縮小部 （縮小手段、切替手段）

1 6 拡大部 （拡大手段）



表示部

表示装置



請求の範囲

複数のページにコ ンテ ンツ を掲載 した電子書籍 を表示可能な表示装

置であ って、

前記ページを所定の拡大率で拡大 して表示することによ り前記 コン

テ ンッの一部が視認可能である場合 に、ュ一ザが表示中のページをめ

くる操作 を行 った とき、 当該め くる操作 に したが って表示すべ きぺ一

ジの全体 を表示する縮小手段 と、

前記縮小手段 によって表示すべ きぺージの全体が表示 された後、前

記表示すべ きページの所定の部分 を前記拡大率で拡大する拡大手段 と

を備 えた ことを特徴 とする表示装置。

前記縮小手段 は、ュ一ザが前記ページをめ くる操作 を行 った とき、

当該め くる操作 によって表示すべ きページの全体 を表示する前 に、ュ

一ザが当該め くる操作 を行 つた前記表示中のページの全体 を表示する

ことを特徴 とする請求項 1 に記載の表示装置。

前記め くる操作 を行 った前記表示中のページの全体 を、前記縮小手

段が表示するか否かを切 り替える切替手段 をさ らに備 えた ことを特徴

とする請求項 2 に記載の表示装置。

前記切替手段 は、ユーザが前記め くる操作 を行 った表示中のページ

の表示態様 に基づいて、前記め くる操作 を行 った表示中のページの全

体 を前記縮小手段が表示するか否かを切 り替えることを特徴 とする請

求項 3 に記載の表示装置。

前記縮小手段 は、前記表示中のページの横幅 と前記表示装置の表示

部の横幅 とを一致 させて表示する態様 を、前記表示態様 と して少な く

とも表示可能であ り、

前記切替手段 は、ユーザが前記め くる操作 を行 った表示中のページ

が当該表示態様で表示 されている場合、前記表示中のページの全体 を

前記縮小手段が表示 しないように切 り替えることを特徴 とする請求項

4 に記載の表示装置。



[ 請求項 6 ] 前記縮小手段 は、ユーザが前記ページをめ くる操作 を行 った とき、

当該め くる操作 によって前記表示すべ きページの全体 を表示する前 に

、 当該め くる操作 に連動する視覚的なエフェク 卜を表示することを特

徴 とする請求項 1 か ら 5 のいずれか 1 項 に記載の表示装置。

[ 請求項 7 ] 前記拡大手段 は、所定の原点を中心 に して前記所定の部分 を拡大す

ることを特徴 とする請求項 1 か ら 6 のいずれか 1 項 に記載の表示装置

[ 請求項 8 ] 前記縮小手段 は、前記ページの横幅 と前記表示装置の表示部の横幅

とを一致 させて表示する態様 を、 当該ページの表示態様 と して少な く

とも表示可能であ り、

前記拡大手段 は、前記縮小手段が前記ページの表示態様 を変更 した

場合、前記拡大率 を初期化することを特徴 とする請求項 1 か ら 7 のい

ずれか 1 項 に記載の表示装置。

[ 請求項 9 ] 前記拡大手段 は、前記表示すべ きページを拡大 した ときに表示部の

左右端 または上下端 に等幅の余 白が生 まれる場合、前記拡大の原点を

前記表示部の中央 とすることを特徴 とする請求項 1 か ら 8 のいずれか

1 項 に記載の表示装置。

[ 請求項 10 ] 複数のページにコ ンテ ンツ を掲載 した電子書籍 を表示可能な表示装

置の制御方法であ って、

前記ページを所定の拡大率で拡大 して表示することによ り前記 コン

テ ンッの一部が視認可能である場合 に、ュ一ザが表示中のページをめ

くる操作 を行 った とき、 当該め くる操作 に したが って表示すべ きぺ 一

ジの全体 を表示する縮小ステ ップと、

前記縮小ステ ップにおいて表示すべ きページの全体が表示 された後

、前記表示すべ きページの所定の部分 を前記拡大率で拡大する拡大ス

テ ツプとを含む ことを特徴 とする表示装置の制御方法。

[ 請求項 11] 請求項 1 か ら 9 のいずれか 1 項 に記載の表示装置 を動作 させるため

の制御 プログラムであ って、 コンピュータを前記各手段 と して機能 さ



せるための制御 プログラム。

[ 請求項 12] 請求項 1 1 に記載の制御 プログラムを記録 したコンピュータ読み取

り可能な記録媒体。
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